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SeSSIon　 H

わた しの韓国文化

〈プ ロ ロー グ〉

早稲田大学教授 比較文学

武 田 勝 彦

考古学者でもないし歴 史学都 もない私が 日本文化の願 を輻 文化隊 めるようtlこなった

舳 、、ごく平凡姓 離 験…よるものである・北米大顧 初めて日赦 学の講醐 担当した

,ナ,の,。 ン,大 学にい塒 、 ・・ン・とい う地翻 「人・が寄 り難 る酬 」であるイン

テ,ア ンの譲 である・と蜘 。た.牲 時代にインテ ・アン人力励 ど・こ刻み付け檬 朴な

言寺岬 蛯 持。ていた・ともあ。て、tiヒ米の魑 に多い・ンテ・アソの譲 の意味を辿るよう

にな。た.そ の雌 で、・キ ・スの地名、スペ・ンの地名・・ランスの魑 などを乱 た者肺

酬 の名称纈 べてみた.そ う・うするうちに、学生たちから購 の地名礪 する鯛 媛 ける

ようにな。た.そ の椰 ふと神の啓示のように私の卿 ・ひらめいたのが泪 本瞬 即 献 地

ではなかったのかとい うことであった。

戦前の皇国史翻 ・基づ く「醜 で育・た私の猷 は・ゴ 栢 靭 歴史酬 り込んた軍燗

諭も学んでいたし、岩囎 店の酸 鞍 で年代も言鵬 ていたので峨 後の動舌醐iま さまさ

ま擬 問相 頒 り礁 決しなくてはならなかった・それが時にはプラス陣 なり・マイナス

にもな。て、鯉 と躰 の結び付きを翫 るようにな・たわけである・

特に,一 ス ・ア・・カで日本文学なり旧 本文化を翫 ているとコ 本人はホモシニアス㌧

蹴 あるとの搬 論が広 く行きわたっていて・その誤解を証 するの峰 労する・こ撤 肚

にあげ漣 醜 駆 基づく歴史教能 受けた日執 ・も難 がある繊 て・粧 でも日本人騨1

一購 であると散 ている人が多いカ・らた・}

原日本人とい う民族が存在 したか否か… 今後の考古学・謡 学は 化人鮮 なとの聯 こ!

、。て鵬 になる。とと思繍 るがぽ 本人・・ホモ・・アス騨 一購 であるとい う見方は㌢
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す第一に修正されな くては ならない。そ うしないと・ 日本 人のH本 観はい うまで もな く・外 国

人の 日本観 も従来 の皇国史観か ら解放されないか らである。

日本人がい くつか の民族な り人種がまざ り合 ってい ることは、現在 で もアイヌ人、オPチ ョ

ソ人、キ リヤー ク人、沖縄人、韓 国人、中国人 の血 の流れ ていることか らも、簡単 にわか る。

三千年、四千年 も前 のことにな ると、専門家の研究成果 に頼 るほかに道 はないが、韓半 島か ら

渡来した人 々、シベ リアか ら北海道 に渡 り、さらに本州に入 った人 々、黒潮に乗 って南 の島 々

か ら渡来 した人 々な どが、何千年 の歴史 の中で次第に同化 し、あたか も一民族であった と妄信

してい るに過 ぎない。

そこで ここでは特に韓半島 との結び付 きに就いて考 えてみたい と思 う。考え るといって も先

人の研究を土 台にしなが ら、私 な りに韓 国文化の受 容を具体例をあけ、氷山の一角 だけで も明

瞭にしてみたい。最後には現段階 で私 な りの綜合を試み よ うと思 う。

〈地名の由来〉

日本の古い都の話をす る とな ると、先す奈 良をあげる ことになる。710年(和 銅3年)に 元

明天皇が奈良に都を定 め、784年(延 暦3年)ま で平城京 として天平文化が栄 えた。 この地名

はこの時作 られた ものでな く、既 に以前か ら命名されていた ことは額 田王の名歌を読んで もわ

か る。

っまさけ

味酒 三輪の山

に つ は らに も

ま くま

あをに よし 奈 良の山の 山の際に い隠 るまで 道 の隈 い積 るまで
さ こころ

見つつ行かむを しはしはも 見放けむ山を 情 な く 雲の 隠さふ

べ しや(「 万葉集」 巻117)

この長歌は667年(天 智天皇6年)に 作 られた もの と考 え られ るが、 この時額 田王は奈 良を

ご く単純に地名 と考えていたのたろ うか。それ とも、私が トロン トを人 々の集 う所 と捉えた よ

うに奈良の意味を心 の片隅に置 いていた のたろ うか。古代韓国語 の 「ナラ」 は都 、平宮、平、

国な どを意味 していた。現代 で も 「ナラ」 といえは国を意味す るのた。額田王は馴れ親 しんた ・

大和の国を去 って遷 都のために近 江へ向か う途中てある。 この時は奈良はまた都 になって いな

一______rm.-tagaStWimam_.nv_______ww._______一_一
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一

い.し たが。て、住蜘 れ掴 搬 ・・してという気持力勒'て いたのだろう・

概 都 ちは原住民の地名がある糖 ・別として・自分たちの醜 識 用いて新しい地名を

作る。とが多い.奈 良はその好例ではなカ・ろうか・輯 から当時 としては高級な櫛 や生活の

知離 持。て、躰 に来たパィオ・アたちは・おそらく長い歳肚 かけて瀬戸内海沿いに大阪

にや。蘇 たのだろう.あ の鵬 雄ll胴 ・碇 健 ず・険しい蛇 蹴 大禾日地方へ勧 住ん

だのは麓 だろ うか.お そらく当時の勢力で大阪平野鴎 す椀 と・ジ・パニーズで・イガ ィ

アンから襲撃を受けるおそれがあったのではなかろうか。

。の植賭 馴 の長辮 武憩 であったかどうかは別 として・醐 軸 で囲まれた守 り峰

い大剛 方へと齢 辿 る・とにしたのであろ う・ここtr・ど櫨 ど住みついたカ"は・ま醐 陶 こ

する。とは出来ないが、移民都 ちは母国語で 「ナ・」 と吼 だ罐 いない・この繊 こ 「奈

良」の漢字があてられたのはそのためであろう。

隷 の地名は鵜 と欄 連す るが、防 葉集」では 脚 香」の字醐 てられてし'る・この

音も韓鴇 輸 ・あった古代帽 、鰍 鰍 ではあるまい・ただし・安羅厳 那・安耳罐

とも表記される.ま た吠 囎 、三重県にも鶴 ・靭 ・広島県に厳 宿 と書いて 「アスカ」

と読醐 名がある.宿 の綱 語の発音は 「ス・」に近い・また・「宿」は 「村」(韓 臨 の発音

はス,)の 剖 。近い.し たが。て、安 曜)の 村の意で安齢 の住む村のことではなかろ うか・

なお、鯉 語の羅嶋 の意味である.・ の安宿近くには大和・三秘 ど奈帥 因椀 名もある

し、郡名には 「世羅郡」がある。

ついで春 日継 についても一醐 れて置 きたい.闇 を醒 「・ス」 と読むのかは知 らな

いが、「N」 「二相 」「計 日」などの 岡 を 「・」 と読む・と媚 咄 せをま鯉 のない

読み方だ。古代韓国語では 「日」は 「カ」と発音されていた。

ここで」 「万難 」の歌の鰭 額田 ・戻ろう・井上靖氏は優れた歴史熾 魎 王」

彊 かれ、巫婦 を打ち出している。この 「・捌 纏 臨 醐 来するとの金思樺氏の観

を読ん塒 、井上氏の洞勧 に驚いた.・ ・)「鯛 は古構 鴎 の地名 「劃(発 音はヌか

パタ)紬 来するとの・とだ.粧 でも、躰 諏 は 「雨が降・て・道がぬかる」 とか・「ぬ

かるみ」 というくらいである。

〈こ とばの問題〉

韓国語 と日本語の関連 を論 じる場合 に、 日本の言語学者は系統論的 な発想で取 り組むが、 こ

こでは ごく身近かな言葉 か ら考察 したいと思 う。最近 、 ソウル大学校の李基文教授の 「韓国語

の形成」(成 甲書房)を 読 んだ。李教授は欧米の学者や 日本の学者 の諸説を巧み に整理 されて、

古代 日本語 と韓国語 に関 して 親族関係があ ることを アル タイ諸語を媒 介 として立証 された。

これは言語学者の細密 な研究成果 として韓 国語 と日本語を研究す る上で貴重な存在である。

アマチ ュアとして の私が考 えて いることは、 日本で漢字 を音標文字ふ うに用い出 したのはな

ぜであろ うか とい う素朴 な疑問だ。た とえぽ 「久羅下那洲多陀用幣流」(く らげなすただ よへ る)

とか 「在郡理」(あ りけ り)な どは、一音節一字表記であ る。このよ うな表記が成立 し得 たのは、

漢字の意味 を理解 し得ない インテ リが多か ったか らではなか ろ うか。

「天地初発之時」(あ めつちは じめてひらけ しの とき」の よ うに、漢字の 「天」 「地」 あるい

は 「初」 「発」 な どが 、その意味を表わ してい るもの もあ る。 これは当時 の インテ リが学び得

た漢字であるわけだ。 この ように考 えると、韓 国語 と 日本語に流れ込み、溶 け込 んだ漢字の う

ち、どのよ うな ものが、いわゆ る正字 として用 いられ るよ うになっていたかを研究す ることに

よって、両者 の関連 を考 える一つの補助線が 可能にな ると思 う。

日本人は フランシス コ ・ザ ビエル らがキ リス ト教文化 を もた らした時 も、江戸末期か ら明治

の西欧文化輸 入の時 も、そ して現在 です らも、訳語 が見つ からない場 合は平仮名、片仮名 で原

語を表記 して、なん とか取 り入れて しまお うとして来た。そのために、原語の意味 とか な りか

け離れた受け取 り方を した もの も少な くない。文芸用語 の 「浪漫主義」な どはその典型的 な例

といえ よう。

さて、ここで 日本語 とい うよ り 〈や まと言葉〉 といわれ る古代 の 日本語に出て来 る地名、人

名、官職名、あ るいは文化現象 に関す る用語を、韓 国語 とい うよ りも、百済語 、加羅語、扶余

語、新羅語、高句麗語 な どとの連関で捉えてみたい。

関東文化圏 の関所 とな る箱根 とい う地名一つ に して も、「箱」は韓国語では 「神聖 な」 の意

味であ り、「根」(ネ)の 音は 「峯1を 意味す る。す ると、箱根 は 〈神聖な峯〉を意味す るわけ

だ。 ここにあ る箱根権現は実は韓国の神を祭 ってい る神社 である。 この箱根 を下 り、旧東海道

を東京へ向って進む と、大磯 とい う町 がある。 これは 「い らっしゃい」 との歓迎を意味す る韓

38
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一

国の言葉の読み と一致す る。 ここには高麗神社があ ることも忘れてはならない。

日本の山 々の名 をち ょっ と思 い出 していただ くことに しよう。「白山」(は くさん)「恐山」(お

それ さん)、 「高野 山」(こ うや さん)、 「富士 山」(ふ じさん)な どと 〈山〉 は 「サ ン」 と発音 さ

れ るこ とが普通 だ。千葉 県の 「鋸 山」(の こぎ りや ま)の よ うに 〈や ま〉 と発音 され るケース

の方がはるかに少 ない。 これはなぜ だろ うか。私の ように アメ リカ人に 日本文学 を教 えた り、

日本語を指導 した りしてい ると、 こうい う素朴な質問を受ける。それに よって新 しい発見があ

るのだ。

実 は 〈山〉 を 〈サ ン〉 と発音す るのは、韓 国語 で 〈サ ン〉 とい うか らだ と思 う。 日本の山で

〈サ ン〉 と発音されるのは、韓国か らの移 民たちがその名称 を生みだ したか らだ と思 う。高野

山は高麗山の誰 りである ともいわれ る くらいだ。

〈山〉 を 「サ ン」 「ヤマ」 と読 む他 に、 日本では 「大山」(だ いせ ん)と か 「中山道」(な か

せ ん どう)と い う読み もある。 この 「セ ン」 は新羅では 〈山〉を 「セ ン」 と発音 していた こと

と思い合わす と、 これ また符合 して来 る。 日本一の山 といわれ る富士 山の名称に就いて も長 田

夏樹氏は、韓国語 の 〈火〉 の 〈ブ〉 と、ア イヌ語の 「火」 の発音の 〈プチ〉の 〈チ〉 が合 して

〈フヂ〉 になった と説かれてい る。

日本人は現代 で も和製英語を創 り出す のが巧みだ といわれている。 「ロマ ンス ・カー」 「ラス

ト・ヘ ビー」「エ レヴェーター ・ガール」「パ ンスF」 な ど実に多 くの分野 で新語を作 っている。

明治生 まれ の 「宗教」 「自由」 「情報」 な ども漢字をあててい るとはいえ、原語の意義 と微妙 な

ズ レを作ってい る。こ うした例 は古代か ら見 られたのだ。例 えば 、日本の伝統 といわれ る 「刀」

(か たな)は や ま とオ リジナル の言葉 だろ うか。 「な」は韓国語 の刃を あらわす 「な ル」 か ら

生まれた もので、 これが片一方 だけ の刃(な)で あったか ら李教授に よると、 ツングース諸語

のKaltaと も、蒙古語の 「半」 のgaltasと も対応す るとの ことだ。

この項 の最後 に、李教授 の示 された古代 日本語 と韓 国語の代名詞の対応関係 を示 してお く。

40

古代日本語

na,ana

ware

bn6,na

韓 国 語

na(わ た く し)

uri　(わ れ)

n∂(き み)

k6

1

〈倭 と日本〉

9(そ れ)

i(こ れ)

現在・鯛 文化研究所院嚴 をしておられるはずの艇 轍 授(東 猷 学校)
の書力、れた 「百

済と醐 は私に感鋤 与えた渤 である・本書の 「あとがき」に次のような緬 ・あ
る.

本書が取扱・塒 間的鯛 吐 記のように酪 蠣 亡までである
.醐 、66。年鴎 と

羅 噸 輝 によ・て亡んだが・その遺民・継 の騨 とともに白江 伯 村江)
の戦にお

い場 後を遂げk°et663年 であるので
・・塒 までを取扱。た.故 にこの剛 、 「躰 」

という鴎 醐 めて使わ批 と思われる67・勒 至… 年より少し前ま
でになる.本 書の書

名を 「酪 と倭国」 としたのは蹴 の瓢 ・よるものであ砿 それは本書
、渡 「Eコ

本」なる国号が使わ碗 前までの醐 一 つま醐 との関係を取扱
。たからである.

「三国史劃 によると・6脚 ・ 「臨 ・塀 からの 〈倭〉 という名称を耽
て、。の年、

躰 と改称Ltclと 出ている・・の蜘 ・輻 の嫡 から燗 違いがな
いと思われる。とで、私

は躰 史蜘 扱 う場合・輔 すべき・とだと考えている.・ うした・と撫 視した日本人

論や日赦 熾 は私には納得 しかねるのだ
・歴史年裁 ども倭から躰 へと鴎 、鞭 したこ

とを記靹 ることで旧 軌 ・より正 し・・躰 文化
への識 を持たせ られる。a。 なるのでは

ないかと思 う。

さて・鴎 を倭から躰 醸 更したと思われる ・7・噸 はどん塒
代であったのだろうか.

詳しく文化史的に知 りたい加 ・赴 概 の・の稿嚇 矧 肌
た 「万葉剰 の歌を細 王

が作・たのが667勒 ・とである調 本の多くの歴史
の渤 では、近江瓢 翌668年

、皇太子中大
兄皇子肱669年 ・中醗 足献 臣搬 繭 姓

、河内鯨ら婚 。罐67。 年、戸籍庚午
年籍を作る。

CC"で は欄 だが
・67・年・2nに 天舐 皇・・没すると

、翌年・72年・・妊 申の乱、・起。り、楓
皇子が醐 ・入 り・大和では大伴氏が呼応して立ち汰 友皇子鵬

し、者瞳 江か ら
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飛鳥浄御原 に移 り、673年 に大海人皇 子が即位 して天武天皇 となる。

井上氏は小説家 として額 田王 に焦点をあて、この間 の人間関係を実に よ くま とめてお られ る。

氏はこの小説に関連 して三つ の論考を書いてお られ るが、「天武天皇」には見逃せぬ記述があ る。

し、その翌年即位 して天武天皇 となったのであった。歴史にはいろいろな読み方があ り、私 の

ような解釈を否定す る要因 も皆無ではない。 しか し、 日本 とい う国名 を どこでど う導入す るか

は重要 な問題 であ り、今後の研 究のためにも提唱 しておきたい。

考徳 ・斉明 ・天智 ・天武 ・持統 とい った時代 は、古代国家 の成立期であ り、いってみれ

ぽ 日本 とい う国の、 まだ どの ようにかた まるか もわか らない青春期にあたる。青春 のエネ

ルギーが互 いにぶつか り合い、砕け、流れてい る。流れの方 向はまだ決まっていない。黒 々

とした エネル ギーが いた るところで渦を巻 き、逆流 した りしている。それが、一本 の方 向

を もった大 きい流れ として見えて くるのは、後代になって 、この ころを振 り返 ってみた う

えでの話である。

この背後 には韓半 島か ら移住 し、各地で権 力を持 っていた人 々の力関係 が葛藤 し合 っていた

のである。 アメ リカ史をひ もとく時、私たちはWASPの 一団 とカ トリック教徒、 フランス、

スペイ ン系移民、さ らにユ ダヤ教徒が微妙にか らみ合 ってい るのを見 出すが、 こうした見方を

しな くてはな らないのではなかろ うか。中大兄皇子 、天智天皇が重 く用いた中臣鎌足 は加羅系

の出身 である。 また、近江辛崎への遷都 の背後には、 ここに新羅系 の権力者が住 んでいた こと

を見逃せ ない。大和を去 って近 江へ都 を移 した ことは百済滅亡後の致 し方な い政策ではなかっ

たのか。 これ は666年 の 「日本書紀」 の記 述 「百済 の男女二 千余人 を以、東 国に居 く」 と合わ

せて考 えた い。百済滅亡(663年)後 、 この地 に逃 れて来た人 々を政府が保護 していたが、 こ

の年か ら 自活 の道 を開 くよ うにして東 国に旅立たせ たのである。百済系の蘇我氏滅亡の645年

以来、百済勢力は衰 えて いたが、中大兄皇 子 としては、このあた りで百済人対策を建 てた後に、

近江へ の遷都の手 を打 った と見 るべ きではなかろ うか。

671年 に大海人皇子が吉野に引退 して、ニ ヵ月後 に天智天皇は死亡す る。「十二 日の癸亥 の朔

乙丑に、天皇、近江宮に崩 りきしぬ」と 「日本書紀」に書かれている。近江では大政 大臣 となっ

ていた大友皇子が政権を担当す ることになったが、翌年六 月にな ると大海人皇子は吉野か ら大

和、伊勢を抜け、美濃 に出、ここで東国の豪族 の協力を得 て近江を攻 め落 とす ことにな る。一方、

大和では百済系 の豪族 たちが大海人皇子に呼応 して立ち上ったのであ った。

七 月には大友皇子 は 自殺 し、大海人皇子は重 臣 らを処刑 し、冬 にな ると飛鳥浮御原 に都を移

〈エ ピ ロ ー グ〉

私が主張 したい ことは次 のよ うに要約で きると思 う。

一・何 よ りもまず身近かな ことか ら・できる限 り、客観的に探求 し、人名に しろ、地名 に し

ろ、その源泉を明 らかにす るこ と。

二・皇国史観だけでな く戦後 の極端な唯 物史観 にもとらわれず、歴史を冷えた眼で見直す こ

と。

三 ・東 アジアの諸文 献を参照 し・ 日本な いしは 日本人が どのあた りか ら定着 したかを考え
、

独断的な均質単一民族説 とそれにまつわ る文化概念を盲信せぬ こと。

しかし現況では 日本は一つの独立 した国であ り、そのルー ツが ど うであろ うと
、 日本人は世

界の平和 に寄与す るよ うな道 を歩むべ きであ る。その過程で特に明治以降の一部 の誤 まった国

粋主義的主張を是正すべ きだ と思 う。その中で も韓国に対 して作 りあげた イメージを是 正す る

努力が最 も重要 であ る。人間は個 人 として も国家 として も誤謬を犯す ことはあ る
。 しか し、そ

れを認めた ら、悔い改め る勇気 を持た な くてはな らないのであ る。
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